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 文献所蔵先：ドイツ、ベルリン：ベルリン州立図書館（Staatsbibliothek zu Berlin）,   
                             Collection of Francis Rock3 
 
2.2 先行研究 
 1977 年及び 1980 年に Klaus Janert によって、ベルリン州立図書館所蔵のマイクロフィル
ムの画像をもとに、納西や仲家4文献とともに３巻の彝語文献全頁が掲載されたカタログが
刊行されている。 
 Janert, Klaus. 1977. Hachi-Handschriften nebst Lolo- und Chungchia-Handschriften. Teil 4. 
Verzeichnis der Orientalischen Handschriften in Deutschland. Wiesbaden. Franz Steiner Verlag 
GmBH.  
 Janert, Klaus Ludwig. 1980. Nachi-Handschriften nebst Lolo-Handschriften. Teil 5. Verzeichnis 
der Orientalischen Handschriften in Deutschland. Wiesbaden. Franz Steiner Verlag GmBH. 
                                                   
3 Janert (1977, 1980)に掲載されている 3 文献は、彼の記述からも Collection of Rock に含まれるのは間
違いない。しかし一方、筆者の調査で新たにその存在が確認された文献については、当図書館では
‟Collection of Rock”の括りで扱われてはいたものの、その登録時期を考慮すると、元々Rock (Rock, 
Joseph F. , 1884-1962)が持ち込んだものとは考えにくい。なお、Rock はナシ語の研究とその文献の収
集でよく知られる。 
4 従来、仲家（独 Chungchia, 仏 Choung-chia）族と呼ばれていた民族（現在の中国における布依（プ
イ）族；なお「布依」は自称）は文字や文献を持たないと言われていたことから、筆者は、Janert 

















 先の Janert の資料をもとに、筆者が 2015 年 12 月から翌年 1 月にかけてベルリン州立図書
館で彝語文献の調査をした結果、カタログに掲載されている 3 点に加え、カタログ未収録
の彝語文献 1 点、計 4 点の彝語文献が存在することが明らかになった。ベルリン州立図書
館での Shelfmark は以下の通り。なお、Lolo1-3 は Janert (1977, 1980)における表記である。 
 Hs. Or. 688 : Lolo1, Janert (1977)に収録。 
 Hs. Or. 689 : Lolo2, Janert (1980)に収録。 
 Hs. or. 10695 : Lolo3, Janert (1980)に収録5。 




3.1 Hs. Or. 688 
 筆者調査時には、Hs. Or. 688 は損傷が激しい6とのことで、現物を見ることが出来なかっ
た。そういった意味でも、Janert が先述のカタログを早い段階で刊行した功績は計り知れな




                                                   
5 Janert (1980)では、Hs. or. XXX と記載されているが、筆者が調査した際、その Shelfmark は Hs. or. 
10695 であった。また、Janert (1980)では、なぜかこの彝語文献だけ Hs. or.のように、他の文献に置
いては“Or”と書かれているところが、“or”のように“o”も小文字で書かれている。 








 Shelfmark: Hs. Or. 688 
 方言：北部方言（ノス彝語） 
 体裁：目の粗いボール紙製の約 30cm の長さの紙筒の中に、棒に巻き付けられた巻物が 
    入っている。各ページの画像は Janert (1977:767-774)に掲載されている。 
 
       18 枚。紙の左上に 6cm ほど突き出した約 28.5cm の竹の棒が、青色の糸で約 4cm 
    間隔で 6 箇所しっかりと紙に縫い付けられている。 
    なお、テキストは 17 枚目の 10 行目で終了し、18 枚目は白紙。 
    文献の素材は、柔らかく、極めて薄い紙。一部フェルト状になった部分有り。片 
    面にのみ文字が書かれている。 
 
    文献サイズは、幅 22.5cm、用紙の最下部が存在していないため、元々の長さは不 
    明だが、最短箇所 6cm、最長箇所 33cm。 
     
3.2 Hs. Or. 689 
 本文献に関する書誌情報は、Janert (1980)並びに筆者の調査データに基づいている。 
 
 Shelfmark: Hs. Or. 689 
 方言：北部方言（ノス彝語） 
 体裁：Hs. Or. 688 同様、約 30cm のボール紙製の紙筒に入っている。紙筒の体裁は Janert   
    (1977)における Hs. Or. 688 とほぼ同じであるが、筆者が調査した際には、筒の底は 
    黒い布テープで、蓋の方はベージュの紙テープで貼り付けてあった。 
     
    文献サイズは、縦 25cm, 横 28cm。紙は透ける程薄く、黄色い。 
    21 枚、21 頁。片面にのみ文字が書かれている。紙を撚り合わせて作った紐で左側 
    は大きく 2 ステッチで綴じられている。また、この紙紐は左上部で玉結びされて 
    いる。ところどころ、四角で囲んだ章のタイトルらしきものが散見される。 
 
    一枚目の右上にロックコレクション内の番号“2”が黒インクで書かれている。 
    ちなみに、本文献の損傷については、Janert (1980: 1187)に詳しい。 
     
    なお、Janert (1980: 1157-1167)で文献の各ページを確認できるが、文献の偶数ペー 
    ジ8はすべて裏側が掲載されているので、注意が必要である。そもそもこの大きな 
                                                   
8 つまり Blatt 2, 4, 6, …20 まで。 
岩佐 一枝（2020）『言語記述論集』12: 21-29
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    ミスは、おそらくこの文献の綴じ方に起因すると思われる。この文献は、長い紙 
    を二つ折りにしたものを複数組、先述の紙紐で綴じ合わせたと推測するが、長年 
    の使用による摩耗で、その袋状の部分が切れてバラバラになったと考えられる9。 
    これにより、文献のページの表同士、裏同士が向かい合わせになるという、変則 
    的な形式となってしまった。更には、文献の紙自体極めて薄いこともこのミスに 
    拍車をかけたに相違なかろう。特に彝文字が読めない場合、よほど注意深く見て 
    いなければ、どちらがページの表側なのか判別が難しかったと思われる。その結 
    果、Janert (1980)に収録されている文献画像は、本文献及び Hs. or. 10695)共に、 
    1 ページごとに裏側が掲載されており、鏡文字状態となっている。 
 
3.3 Hs. or. 1069510 
 本文献に関する書誌情報は、Janert (1980)並びに筆者の調査データに基づいている。 
 
 Shelfmark: Hs. Or. 10695 
 方言：北部方言（ノス彝語） 
 体裁：ロックコレクションの一つ。 
    Janert (1980: 1188)によれば、この文献は、Rock によって‟Lolo Ms.”と書かれた白い 
    紙に包まれており、その紙の裏側には「1923 年、Weihsi から Salwin の Atuntzu へ 
    の旅」と書かれていたという11。 
    なお、Janert (1980: 1169-1183)における文献のページ順序は誤りで、本来、1 ページ 
    目 (Blatt 1)とされているものが最終ページであると筆者は推察する。それは、ノス 
    彝語の文献の大半においては、文字は通常左から書かれることによる。ただし、 
    最終的判断には、更なる解読と内容の精査が不可欠であることは言うまでもない。 
 







10 注 5 参照のこと。 
11 筆者は未見。筆者調査時には Hs. Or. 688, 689 同様、約 30cm のボール紙製の紙筒に入っており、特
に紙で包まれてはいなかった。なお、鈴木博之氏より「Weihsi は維西、Atuntzu は阿墩子であろう。




    文献サイズは縦 24.5cm,、横 25.5cm。34 枚、34 ページ。紙は淡いベージュで、非 
    常に薄い。 
    一方の端に細い紐がついた縦 21cm、横 29cm の濃紺の目の粗い綿布で包まれてい 
    る12。よって、綿布よりも文献の方が縦に若干長いため、巻くと文献の上下が少し 
    はみ出した状態になる。 
    本文献は、火箸状に先を二つに裂いた、長さ 28cm、幅 0.5cm の竹の棒に、二つ折 
    りにした紙をその真中部分で挟み込んだのち、糸でかがって綴じてある。 
 
    1 枚目及び 3 枚目は空白。4 枚目以降は、8 枚目、17 枚目及び 34 枚目を除き、4 枚 
    目と 5 枚目以後 32 枚目と 33 枚目まで、それぞれ文字の書かれた面同士が向かい 
    合わせになっている。紙が極めて薄いことに加え、このような変則的なページ配 
    列によってか、Hs. Or. 689 同様、Janert (1980:1168-1183)において、全ての偶数ペー 
    ジ13が文献裏側の画像となっている。 
    ところどころ、四角で囲んだ章のタイトルらしきものが散見される。 
 
3.4 Hs. Or. 13458 
 本文献は、Janert (1977, 1980)においても、またそれ以外の先行研究においても、全く言及
されておらず、筆者の調査で初めてその存在が明らかとなった。よって、本文献に関する
記述は、全て筆者の調査データに基づいている。 







 Shelfmark: Hs. Or. 13458 
 方言：東南部方言・宜良下位方言（サニ彝語） 
 体裁：文献サイズは縦 26cm、横 20cm。40 枚 44 頁。 
    ページ左側を紐でかがって綴じてある。 
    紙質は粗く、比較的薄いものである。 
                                                   
12 こちらの綿布は、筆者調査時に確認。 
13 Blatt 2, 4, 6, …30 及び 33。 




    文字は左から右へ、上から下へ書かれている。文字は基本的に墨で書かれている 
    が、赤色で書かれている箇所もある。筆記具は、筆或いは竹ペンのようなものと 
    推測されるが、詳細は不明。 
    序文以外は、一句が全て 5 文字からなる詩の形式で書かれている。句読点はない。 
 
    1 ページ目と 2 ページ目は、2 枚の紙が糊付けされているため、他のページよりも 
    かなり厚みがあり、丈夫である。1 ページ目には、約 1.5cm x1.5cm のマスが赤線 
    で書かれている。横 11 マス x 縦 16 マス。それ以降は赤色で罫線が引いてあり、 
    各ページ平均 10 行程度。同様に赤線で以て、1 ページ 3 段に分けられているが、 
    文字はしばしばその区切りを無視して書かれている。 
    また、36 ページ目は、一枚の紙の両面に別の紙が貼り付けられており、裏側には 
    赤色でマス目が書かれている。 
    39 ページには 3 行、40 ページには 4 行、筆で漢語が墨書きされている。39 ページ 
    のみ、他のページとは天地が逆になっている。 
 
 作成年代：最初のページの内容から、1934 年 1 月 12 日に書かれたことが判明15。 
 出所：この文献は、現在の中国雲南省昆明市石林彝族自治県圭山鎮維則村のピモによっ 
    て書かれた可能性が極めて高いことが判明した。 
    Iwasa (2018)によれば、39 及び 40 ページの漢語の文章中に登場する「徐」という 
    姓が本文献の出所を明らかにする上で、大きな鍵となった。撒尼の人々の間にこ 
    の「徐」姓を持つ家系は存在せず、漢族に特有の姓であった。そして、この姓を 
    持つ漢族が居住していたのは維則村に限られていたことから、本文献はこの地で 
    書かれたと強く推定される。 
 内容： 筆者は、Iwasa (2018)の中で当該文献が文芸作品である可能性を指摘したものの、 
    その後更なる解読・分析の結果、Iwasa (2020)では、安定した土地を見つけ、理想 
    的な家を建てるための指針及び方法を説いた経典の一種であろうとの見解を示し 






は圧倒的に少数であるものの、Hs. Or. 13458 を除く 3 巻について、Janert により詳細な記録
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